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●近江八幡市中村町１-15●TEL：0748-32-2227
●営業時間：11：30～22：00(L.O.21：30)
●定休日：木曜日●駐車場：有
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春の近江八春の近江八幡を撮ろう
写真コンテスト作品募集 MAIL osk.jim@mbx.mainichi.co.jp

TEL 06-6346-8103

1967（昭和42）年生まれ。関西
大学卒。

1956（昭和31）年創業。1969（昭和
44）年（有）富士住建設立。1996
（平成８）年(株）フジサワ建設に
社名変更。一般建築から商業
施設など幅広い分野の建築を
扱う。地域に役立つ企業を目
指し、お客様第一主義による
「提案型」経営を心がけている。

上映案内

は　ら　い　た　い　し

れんじゃく

まつ

ふささき

●腹痛石：彦根市城町1丁目
●歯痛を治してくれる石垣：彦根東高校近くの石垣

●活動場所：自主活動センターきずな（甲賀市水口町水口567）
●営業日時：火～木曜日 10：00～14：00
●会費：100円（１日/１家族）●TEL：090-1143-4307

●毎月第１火曜日：無料開放
●毎週火曜日：絵本の読み聞かせ
●毎月最終木曜日：お誕生会

３（火）無料開放ＤＡＹ
26（木）昼ごろ、お誕生会
３、10、17、24（火）絵本の読み聞かせ

帽子をかぶをかぶったスタたスタッフ帽子をかぶったスタッフ

（お誕生会は、その月にお誕生日を迎える子
どもと母親どちらともをみんなで祝う）

毎日の子育て

に追われてい

ると、ほんの

少しでいいか

ら自分の時間

が欲しくなる

もの。そんな

お母さんの願いをかなえてくれるのが甲賀市水口

町の育児サークル「育児ひろば アプリコット」。

ふらっと好きな時に立ち寄って、専任のスタッフ

に子供を預けたらあとは本を読んだりお母さん同

士でおしゃべりしたり……思い思いのステキな時

間を過ごすことができる。

設立したのはご自身も２児の母親という「滋賀子育

てネットワーク」の代表・鹿田由香さん。「地域に根

付き、ママたちの声が聞ける場を作りたい」との思

いから１年半ほど前に設立した。対象となるのは

主に０～３歳の子どもを持つお母さん。「自主活動

センターきずな」で週３日の活動を行い、毎月「無

料開放ＤＡＹ」や「絵本の読み聞かせ」「お誕生会」など

といった楽しいイベントも開催している。

現在の会員数は200人を超え、ボランティアスタッ

フ12人が活動を支えている。

「子どもさんは私たちスタッフがしっかり見ますので、お母

さん方はゆっくり過ごして下さい」と鹿田さん。取材日も

たくさんの親子連れが楽しそうに過ごす姿が見られた。

育児の悩みは誰かと話すだけでずいぶん気持ちが

楽になるもの。気軽に立ち寄って息抜きして、ま

た子どもとの時間に戻りましょう。　　（取材・安達）
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東近江

●場所：能登川博物館（東近江市山路町2225）●時間：10：00～18：00
●休館日：４/２、３、９、10、16、17、23、24、27●料金：無料
●お問い合わせ：能登川博物館 / 0748-42-6761

大　津

●場所：るーむ  （大津市和迩今宿800-1）●開演：14：00(開場：13：30）
●料金：2,500円（ミニケーキ、飲物付き）●備考：要予約
●お問い合わせ・予約：るーむ　/ 077-594-3573

草　津

●場所：しが県民芸術創造館ホール（草津市野路町1681/ 077-564-5815）
●開演：18：00（開場：17：30）●料金：無料
●お問い合わせ：国際情報高等学校吹奏楽部 北村 / 077-554-0600

高　月

●場所：渡岸寺観音堂（向源寺）（伊香郡高月町渡岸寺）
●時間：10：00～15：00(雨天決行)
●お問い合わせ：高月町観光協会（役場地域振興課内）
　　　　　　　 0749-85-6405

大　津

安　土

●場所：文芸セミナリヨ（蒲生郡安土町桑実寺777）
●開演：14：00（開場：13：30）●料金：600円
●お問い合わせ：文芸セミナリヨ/ 0748-46-6507

守　山

●場所：守山駅前教室（守山駅西口北側・ギャラリー喫茶あるてい横）
●時間：10：00～12：00●料金：1回1,000円（色紙、直筆手本代含む）
●お問い合わせ：久田萠玉/ 077-583-7582・090-3943-1811

大　津

●場所：大津市歴史博物館（大津市御陵町２-２）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：４/２、９、16
●料金：一般210円 高大生150円 小中生100円
●お問い合わせ：大津市歴史博物館/ 077-521-2100

大　津

●場所：琵琶湖文化館（大津市打出浜地先）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●休館日：４/２、９、16、23、５/１、７、14
●料金：無料（その他の展示は有料）
●お問い合わせ：琵琶湖文化館/077-522-8179
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「触るとお腹が痛くなる!?」そんな不思議な言い伝えの残る石が、今も

城町に大切に祀られている。石の由来は彦根城が築城される以前にさか

のぼる。もともとは彦根寺への参拝者が連着を解くために腰掛けた石。

彦根寺は国司藤原房前が母親の供養のために建立した寺。霊験あらたか

なことから大勢の参拝者が訪れ、途中にあるこの石で休んだ。そんな

藤原時代をしのぶ石が失われることを恐れた人たちが「触るとお腹が痛

くなる」と言い伝えたという。

さらに彦根城には「歯痛を治してくれる石垣」もある。く

ぎを石垣の間に差し込んで歯が治るように祈ったと伝え

られ、今もさびたくぎが石垣に残っている。

http://www.biwa.ne.jp~kshikata/apricot/

しか　た

●場所：膳所城跡公園（大津市本丸町７）
●時間：10：00～15：00
●お問い合わせ：膳所観光協会(大津市役所膳所支所内）/ 077-524-2205

近江八幡市中村町にある「カフェシナモン」

は、創作料理が中心のおしゃれな店。駅か

ら徒歩約５分とアクセスもよく、すてきな

帽子のスタッフが出迎えてくれる。

今回ご紹介するのは

【シナモンランチ】（1,554円）
・メーン（パスタ、丼物、オムライスより１品）
・サラダ　・日替わりスープ　
・日替わりデザート ・ドリンク

メーンはいずれも数種類用意されており、

どれにしようか迷ってしまう。

今回は「きのことツナのクリームソースの

オムライス」

をオーダー。

七穀米（白米・

大麦・小豆・

もちきび・あ

わ・ごま・玄

米）を使っ

たご飯が香

ばしく、あっ

さり仕上がっ

たホワイト

ソースによ

く合う。デザートのニューヨークチーズケー

キは甘さひかえめのしっとりとした食感。

どれもさっぱりおいしくいただいた。

店内はインテリアショップと間違えそうな

ほどすてきに演出され、

落ち着いた空間。

ＢＧＭにボサノバを

聞きながら時間を

忘れてくつろぐこと

ができる。　　　

　　　　（取材・山本）

フジサワ建設は私の父が1956（昭和31）年

に甲西町下田（現・湖南市下田）に材木商

を興したのが始まり。当時は材木がよく

売れて事業は順調に進んだが、世の中の

時勢も変化していく中で、父は木材業に

加えて建築業への新規事業に乗り出し、

1969（昭和44）年に有限会社富士住建を設

立した。香川県出身の父には地元での古

い「しがらみ」がなかったせいもあると思

うが、事業の先行きを見る判断が早かっ

たと思う。ゼネコンから優秀な人材をス

カウトし、やがて会社は高度経済成長の

追い風もあって急成長を遂げた。

現在は甲賀市を中心に一般住宅やマンシ

ョン、商業施設やオフィスビル、大型ス

ポーツ施設、野球場、農業公園内施設、

さらに宅地造成工事など、幅広く建築・

土木を扱っている。

私は1967（昭和42）年に生まれた。幼いこ

ろは仕事場の２階が住居になっていて、

いつも職人さんが出入りしていたのを覚

えている。中学・高校時代はバレーに夢

中で、家業について深く考えることはほ

とんどなかった。時々建築現場を手伝っ

たこともあるが、覚えていることといえ

ば「働いて食べるご飯はおいしいな！」とい

うことだった。

父は酒が好きで、飲むと会社の話をする

ことが多く、高校生のころは話が長いの

でうんざりしていた。それでも大学生活

も後半になると話の内容が理解できるよ

うになり、じっくりと耳を傾けることで徐々

に跡継ぎとしての自覚が芽生えていった。

父がいつも話していたのは「経営者には数

字に強い経営者、技術に強い経営者など

いろいろあ

るが、会社

全体を見る

ことのでき

る幅広い経

営者でないといけない」ということだった。

これは今も常に私の心の中に残っている。

いずれ家業を継がなくてはいけないという

ことで大学は商学部を選び、1990（平成２）

年に卒業。社会勉強しておくようにとの父

の勧めで、大阪のデベロッパーに入社した。

ところが２年ほどして富士住建はホテル

事業に乗り出すことになり、別会社が立

ち上がった。計画は私が大阪で働いてい

るころから持ち上がっていたが、急きょ

呼び戻され、オープンして間もないホテ

ル業の経営を学ぶためにアメリカに渡る

ことになった。

大学生時代の藤澤正幸さん（左） 1
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